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急傾斜地崩壊対策等-6

特記事項
　説明会や意見交換会の開催などで、地域住民の意見を積極的に取り入れるとともに、施設の維持管理について、地域の積極的
な関与を促したい。

高山村

高さ１１０ｍのがけ下に人家13戸の保全対象があり、特に山上小児科は災害者要援護者関連施設である。また、主要地方道須坂
中野線は第２次緊急輸送路の指定されている。法面には一部倒木が見られるため、地元から対策の要望が上がっている。

環境・景観への配慮
項目

他事業・プロジェクト
との関連

　平成19年1月28日の土砂災害防止法による区域指定住民説明会において、地域住民からハード対策の要望を受けている。
　また、併せて高山村から早期事業着手の要望を受けている。

地域からの要望経
緯
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地域の合意形成

　土砂災害防止法による区域指定住民説明会を平成19年1月28日に行っている。

　既存の健全な立木を残すとともに在来種を中心とした緑化を図り、環境及び景観に配慮する予定。

　特になし。
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評価項目・指標等観点
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保全対象に避難所,避難経路があるか
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物、強風化岩
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斜面の高さ 30m以上 10m以上30m未満

緊急性

斜面平均勾配 45°以上 40°以上45°未満

段丘堆積物
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部 政策評価課
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本工事費等ベース 0

計　画　概　要
（延長・幅員・面積・工種など）

擁壁工　L=250m

H23年度実施内容 測量・調査・設計　１式

H23年度以降残実施内容 同上

（　20　）

（　15　） 2
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防災計画上の位置づけ 位置づけあり 位置づけなし

早期発現度 5年未満

保全対象に援護者施設があるか 重要施設あり
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5

軟岩・その他 4
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10年以上

熟度

政策評価課
意　　　　　見

保全対象には人家12戸、災害時要援護者施設である山上小児科等が
ある。近年は落石が発生しており、早急に対策が必要である

必要性、重要性、緊急性が認められる。

小　　　　　計


